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～地域包括ケアシステムについて～



めざすまちの姿：上質な生活都市
◇熊本市の魅力のひとつは、「活発な地域コミュニティ」

・・・町内自治会加入率の高さ，活発な市民公益活動→高齢化による後継者不足，
各団体間の連携不足などの問題が顕在化

◇まちづくりの原点：「地域」，そこに暮らす「市民」

 市民は、今以上に地域に目を向け、自らが主体となって、地域の中でつ
ながり、互いに支え合い、楽しみながら地域が有する資源や特色をいか
した自主自立のまちづくりに取り組みます。

 そして、行政は、積極的に、市民の中に飛び込んで、地域の課題や市民
の意見、要望などを的確に把握し、市民とともに解決を図っていきます。

◇めざすまちの姿

 豊かな自然と歴史・文化に恵まれ、あたたかいふれあいに満ちた地域の
中で、お互いに支え合いながら心豊かで幸せな暮らしが営まれているま
ち。そして、市民一人ひとりが、自分たちが暮らすまちに誇りを持ち、夢
や希望を抱いて、いきいきと多様な生活を楽しんでいるまち。

 そのような、市民が住み続けたい、だれもが住んでみたくなる、訪れたく
なるまち、「上質な生活都市」を、私たちは目指します。

（熊本市第７次総合計画より）

他の計画との関係

熊 本 市 総 合 計 画

くまもと はつらつプラン

熊本市
高齢者保健福祉計画

熊本市
介護保険事業計画

熊本市地域福祉計画

健康くまもと２１

熊本上益城地域保健医療計画

熊本市障がい者プラン

熊本市高齢者居住安定確保計画

その他関連計画

連携

熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画 熊本県保健医療計画

整
合



（参考）個を支える地域の見方・捉え方

小地域開発

ソーシャルアクション

社会計画

小地域開発／
ソーシャルアクション

社会計画／
小地域開発

社会計画／
ソーシャルアクション

参考 Rothman,J.,（1968）Three Models of Community Organization Practice,Social Work Practice,Columbia University Press（=高森敬久ほか（1989）
『コミュニティ･ワーク』海声社,116.）をもとに一部説明用に加筆



圏域内地域包括ケアシステムの構築

認知症サポーターは養成されても校区民生委員活動の
大変さはかわらない（託麻原小学校区民生委員）

目指す姿 認知症になっても安心できる託麻原小学校区

校区町内会 協働

校区老人クラブ 協働
小学校区づくりを支える
【介護・福祉・医療】専門職

目指す姿 認知症になっても安心できる託麻原小学校区づくりをさらにすすめたい

民生委員、老人クラブ、町内会 【介護・福祉・医療】専門職 【一般企業、警察、消防】の
異業種の協力 認知症を含む高齢になっても安心

できる３校区を支える【介護・福祉・
在宅医療［医師・訪問看護］】専門
職の体制づくり

託麻原
小学校区

帯山
小学校区

帯山西
小学校区

２０２５年の目指す姿と安心できる３校区の体制づくり

３小学校区の民生委員が考える
２０２５年の課題の把握

３小学校区の７５歳以上一人暮らし高
齢者が考える生活上の課題の把握

２０２５年にむけて３小学校区の地
域組織と専門職の共同体制づくり

３小学校区を支える
【（訪問）介護・福祉・
在宅医療［医師・訪
問看護・リハビリテー
ション］】専門職の体
制づくり

震災経験から学んだ 平常時の支援体制とサロン活動の重要性

託麻原小学校区町内の災害時（生活上の緊急
時を含む）要援護者の把握（自治会）

震災経験から災害時（生活上の緊急時）を想定した平常時の
地域組織活動と専門職の関係づくり（行政）

H23

H24
H25

H26

H27

H28

熊本市第６地域包括支援センターによる補助金等
を得てすすめられた小地域開発の経過

作成 黒木邦弘（2019）



市内27の地域包括支援センターに生活支援コーディネイターを配置

第６期（平成２６年）熊本市高齢者保健福祉計画･介護保
険事業計画

〇熊本市においては、高齢者の方たちが住みなれた地域
で最期まで日常生活を営むことができるよう、２７の日常生
活圏域を設定し、この圏域内で様々なサービスが利用で
きる基盤整備や施策の展開を図ることにより、地域包括ケ
アシステムを構築することを目指す。

※熊本市内２７の日常生活圏域に地域包括支援セン
ターを設置し、小学校区を単位に地域の特性や課題等校
区の状況を把握。２０１５年１０月から地域包括支援セン
ターごとに「生活支援コーディネイター」を配置し、地域資
源の把握や資源開発等の取り組みとの連携を図る。

〇また、行政内部における連携も重要であり、本庁内の関
係部局はもとより、区役所など高齢者施策に関連する部
署同士の密接な連携のもと、取り組みを進める。

区 圏域
高齢者
人口（人）

管轄圏域（小学校区）

中
央
区

中央１ 7,105 壺川、城東、慶徳、一新、五福
中央２ 6,836 向山、本荘、春竹
中央３ 5,045 碩台、黒髪
中央４ 6,240 白川、大江、白山
中央５ 8,172 出水、砂取、出水南
中央６ 9,153 託麻原、帯山、帯山西

東
区

東１ 9,871 月出、尾ノ上、東町、健軍東、山ノ内
東２ 6,786 西原、託麻西
東３ 10,527 託麻東、託麻北、託麻南、長嶺
東４ 8,163 画図、健軍、泉ヶ丘
東５ 7,456 秋津、若葉、桜木、桜木東

西
区

西１ 4,593 高橋、池上、城山
西２ 10,699 城西、花園、池田
西３ 5,991 古町、春日、白坪
西４ 2,426 芳野、河内
西５ 3,510 小島、中島

南
区

南１ 2,613 富合
南２ 6,667 御幸、田迎、田迎南、田迎西
南３ 10,515 日吉、日吉東、川尻、力合、力合西、城南
南４ 3,330 飽田東、飽田南、飽田西
南５ 3,124 中緑、銭塘、奥古閑、川口
南６ 5,991 杉上、隈庄、豊田

北
区

北１ 9,130 植木、山本、田原、菱形、桜井、山東、吉松、田底
北２ 6,745 川上、西里、北部東
北３ 7,532 清水、高平台
北４ 4,818 城北、麻生田
北５ 10,719 楠、楡木、龍田、武蔵、弓削、龍田西



発災後、３日間を支える平時のサロン活動
～「災害時要援護者の平常時の緊急時を支える」～



平成２８年熊本地震の経験からみえてきた
潜在的な災害時要援護者
～災害時要援護者登録者と民生委員が考
える災害時要援護者の乖離を可視化～

●・・・町内単位で実施される高齢者サロン参加者の
うち、民生委員が考える災害時要援護者

●・・・町内単位で実施される高齢者サロン参加者以外の
民生委員が考える災害時要援護者

●・・・町内単位の高齢者以外（障がい者など）の
民生委員が考える災害時要援護者

※円の大きさは人数の多さを示している。

熊本学園大学



町内単位で 住民、関係機関、行政が、
発災時に備えて平時の協働の必要性を検討

災害時に強い地域包括ケアシステム－平時の取り組みをサロンを起点に推進－

社会ハザードマップ

中央区長
（当時）

民生委員

老人クラブ

隣接医療機
関・看護師

隣接介護
施設職員



熊本市中央区地域包括ケアシステム推進方針

期間 2025年まで

推進方針

自宅等住みなれた場所で最期まで暮らすという選択ができ、それを支える総合相談・活動拠点づくり

に区民全員参加で取り組みます。

〈中央区の基本目標〉

１ 老いに負けない健康づくりと介護予防に取り組もう！

２ これまでの経験から役に立てることはまだある。生きがいを見つけて外へ出よう！

３ 当事者の気持ちに添えるよう多職種で力を合わせよう！

４ いざという時もみんなで支え合えるよう、日頃から声をかけ合う近所づきあいをしよう！



基本目標４ いざという時もみんなで支え合えるよう、
日頃から声をかけ合う近所づきあいをしよう！

（１） 老いも若きも、元気な人も、支援が必要な人も、共につながって支え合う地域をつくる

①身近な地域で気軽に相談できる体制づくり

②いざという時も助け合える見守りの仕組みづくり

③生活を支えるちょっとしたお手伝いの仕組みづくり

④各種サロン等集いの場の拡充と専門職との連携による住民主体の活動支援

（２）認知症高齢者を正しく理解し対応できる地域をつくる

①認知症について全世代で学習する機会の充実

②いざという時に適切に対応できる仕組みづくり

（３）災害に負けない「おたがいさま」で支え合う地域をつくる

①住民一人ひとりが防災に関心を持つような取り組みの実施

②なんらかの手助けが必要な人（災害時要援護者）を支援する共助の仕組みづくり

（４）声をかけ合う近所づきあいの輪を拡げる

①全世代で集える場への積極的参加

②戸建てでも、集合住宅でも、日頃から仲良く声をかけ合える関係づくり



中央区社会資源まっぷ
連絡会前

サロン
運動型サロン
移動販売
お助け隊

ささえりあ本荘

ささえりあ熊本中央

ささえりあ帯山

ささえりあ水前寺

ささえりあ白川

ささえりあ浄行寺

11



サロン
運動型サロン
移動販売
お助け隊（住民による訪問活動）
住民によるサロン等への移送（検討中）

ささえりあ本荘

ささえりあ熊本中央

ささえりあ浄行寺

ささえりあ帯山

ささえりあ水前寺

ささえりあ白川

中央区社会資源まっぷ
専任後(H30.8.1現在)

▲・・・H29.8.1~H30.8.1

に新設された社会資源

住民主体の
通い，訪問，
移送



平成30年6月末現在

サ
ロ
ン

開催頻度 時間 場所 対象 支え手 食事 移送 会費 活動財源

週1
回
１回
/月

１回
/
２ヵ
月

不
定
期

午
前

午
後

コミ
セ
ン

公
民
館

憩
い
の
家

保
育
園

団
地
集
会
所

障
が
い
者
施
設

更
生
保
護
施
設

高
齢
者
専
賃
貸
住
宅

空
レ
スト
ラン

自
宅

不
特
定

限
定
的

自
治
会

老
人
会

婦
人
会

民
生・
児
童
委
員

福
祉
推
進
委
員

地
域
住
民

公
民
館
員

医
療
機
関

高
齢
者
専
賃
貸
住
宅

介
護
保
険
施
設

あり なし
あ
り
な
し
あり なし

自治会
から支
援

民児
協か
ら支
援

市社
協か
ら支
援

廃品
回収

担い手
が稼ぐ
（バ
ザーな
ど）

担い手・
参加者
の持ち寄
り

会費
のみ

託
麻
原
校
区

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
8
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10
11
12 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○

帯
山
校
区

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

帯
山
西
校
区

1.5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2.4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ささえりあ帯山、生活支援コーディネイター・芹川さん提供



福祉実践の魅力発信：～社会福祉法人経営者と教育機関の協働の一例～

オープンケアエリアくまもと

熊本市内８法人有志と熊本学園大学の
共催で、福祉の魅力発信のイベント実施。
（2018.7）と（2019.2）今後は高大連携事業を模索。

オープンケアエリアふくおか

• 福岡市内・近郊４法人有志と熊本学園大学、
筑紫女学園大学、西南学院大学、中村学園
大学の共催で、福祉の魅力発信のイベント
実施。（2018.12）


